
(57)【要約】

【課題】長い内視鏡管路を自動的に洗滌するとともに、

装置全体の全長を短くする。

【解決手段】内視鏡管路洗滌装置１は、内視鏡管路洗滌

ブラシ１１と、先端ガイド部２１と、ローラ収納部３１

と、ブラシカセット４１と、グリップ部５１とから構成

される。内視鏡管路洗滌ブラシ１１は、長尺のワイヤ１

２の先端に対象物をブラッシングするブラシ毛１４によ

るブラシ部１３を設けたものである。内視鏡管路洗滌装

置１は、ブラシカセット４１に入った内視鏡管路洗滌ブ

ラシ１１を前記送り出しローラ３３，３４によって先端

ガイド部２１から内視鏡管路に送り出し、前記内視鏡管

路の全長以上送り出したあと、送り出しローラ３３，３

４を逆回転させて、前記内視鏡管路洗滌ブラシを前記ブ

ラシカセット４１に巻き取り収納することで、自動的に

前記内視鏡管路内をブラッシング洗滌する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 管 路 に 挿 入 可 能 な 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ と 、
こ の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 巻 き 取 り 収 納 す る ブ ラ シ カ セ ッ ト と 、
前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の 先 端 を 所 定 の 方 向 に ガ イ ド す る 先 端 ガ イ ド 部 と 、 正 回 転 す る
こ と に よ り 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト か ら 前 記 先 端 ガ イ ド 部 に 向 け
て 送 り 出 す 送 り 出 し ロ ー ラ と 、
を 具 備 し 、
前 記 送 り 出 し ロ ー ラ を 正 回 転 さ せ て 、 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト に 入 っ た 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ
ラ シ を 前 記 先 端 ガ イ ド 部 か ら 前 記 内 視 鏡 管 路 に 送 り 出 し 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前
記 内 視 鏡 管 路 の 全 長 以 上 送 り 出 し た 後 、 前 記 送 り 出 し ロ ー ラ を 逆 回 転 さ せ て 、 前 記 内 視 鏡
管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト に 巻 き 取 り 収 納 す る こ と で 、 自 動 的 に 前 記 内 視 鏡 管
路 内 を ブ ラ ッ シ ン グ 洗 滌 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト は 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 、 こ の ブ ラ シ カ セ ッ ト の 内 周 面 に 沿
っ て ら せ ん 状 に 収 納 可 能 と す る よ う に 有 底 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ロ ー ラ を 回 転 駆 動 す る モ ー タ と 、 こ の モ ー タ に 電 力 を 供 給 す る 充 電 式 ２ 次 電 池 を 内 蔵
し 、 充 電 式 で 使 用 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ に よ る ブ ラ ッ シ ン グ 洗 滌 中 に 前 記 内 視 鏡 管 路 に 洗 滌 液 を 流 す 手
段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 先 端 ガ イ ド 部 外 周 は 、 前 記 内 視 鏡 管 路 入 り 口 の 口 金 内 を 洗 滌 す る ブ ラ シ の 形 状 に な っ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 先 端 ガ イ ド 部 に 前 記 内 視 鏡 管 路 入 り 口 の 口 金 内 を 照 ら す 照 明 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 内 視 鏡 内 に 内 臓 さ れ た 遠 隔 通 信 装 置 と 通 信 す る 手 段 と 、
前 記 内 視 鏡 の 機 種 と そ の 管 路 長 を 対 応 さ せ た デ ー タ ベ ー ス と 、
前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の 送 り 出 し 長 さ を 読 み 取 る セ ン サ と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 自 動 的 に 内 視 鏡 管 路 内 を ブ ラ ッ シ ン グ 洗 滌 す る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 に 係 り 、 特 に
収 納 性 が 高 い 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 内 視 鏡 は 、 使 用 後 、 担 当 者 が 手 作 業 で 内 視 鏡 管 路 に 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 数 往 復
通 し て 洗 滌 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ ０ は こ の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 と 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ ０ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ３ ０ １ は 、 挿 入 部 ３ ０ ２ と 、 操 作 部 ３ ０ ３ と 、 連 結 コ ー ド ３
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０ ４ と 、 コ ネ ク タ 部 ３ ０ ５ と 、 電 気 コ ネ ク タ 部 ３ ０ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
挿 入 部 ３ ０ ２ は 可 撓 性 を 有 し 細 長 に 形 成 さ れ て い る 。 操 作 部 ３ ０ ３ は 挿 入 部 ３ ０ ２ の 基 端
側 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 操 作 部 ３ ０ ３ に は 管 路 開 口 部 ３ ０ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 挿 入 部 ３ ０ ２ の 先 端 部 ３ ０
８ に は 開 口 部 ３ ０ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 操 作 部 ３ ０ ３ と 挿 入 部 ３ ０ ２ の 内 部 に は 、 管 路 開
口 部 ３ ０ ７ か ら 開 口 部 ３ ０ ９ ま で 、 内 視 鏡 管 路 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ３ １ １ は 、 長 尺 の 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ２ の 先 端 に ブ ラ シ 部 ３ １ ３ を 設 け
た も の で あ る 。 ブ ラ シ 部 ３ １ ３ に は 、 対 象 物 を ブ ラ ッ シ ン グ す る ブ ラ シ 毛 ３ １ ４ を 植 毛 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
内 視 鏡 管 路 を 洗 滌 す る 場 合 、 担 当 者 は 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ３ １ １ を 管 路 開 口 部 ３ ０ ７
か ら 挿 入 し 、 長 い 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ３ １ １ を 内 視 鏡 ３ ０ １ の 内 視 鏡 管 路 全 長 に 渡 っ て
往 復 さ せ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ １ は 従 来 の 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
図 １ １ に 示 す よ う に 、 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ ３ ２ １ は 、 手 で 保 持 す る の に 適 し た 形 状 に 形
成 さ れ た 保 持 部 ３ ２ ２ に ブ ラ シ 部 ３ ２ ３ を 取 り 付 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ブ ラ シ 部 ３ ２ ３ は 、 金 属 製 の ワ イ ヤ ー 部 材 ３ ２ ４ と 、 対 象 物 を ブ ラ ッ シ ン グ す る ブ ラ シ 毛
３ ２ ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ワ イ ヤ ー 部 材 ３ ２ ４ に は ブ ラ シ 毛 ３ ２ ５ が 植 毛 さ れ て い る 。
図 １ ０ に 示 す 内 視 鏡 ３ ０ １ の 管 路 開 口 部 ３ ０ ７ は 、 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ ３ ２ １ を 用 い た
作 業 者 の 手 作 業 で 清 掃 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ ０ に 示 す 内 視 鏡 ３ ０ １ に お い て 、 作 業 者 は 数 メ ー ト ル あ る 洗 滌 ブ ラ シ ３ １ １ を 数 カ 所
の 内 視 鏡 管 路 に 一 本 ず つ 数 往 復 通 し て 内 視 鏡 管 路 を 洗 滌 し て い る 。 こ れ は 、 内 視 鏡 を 清 潔
に 保 つ た め に 非 常 に 重 要 な 作 業 で あ る が ゆ え に 、 省 く こ と の で き な い 作 業 で あ る 。 一 方 、
作 業 者 か ら は 内 視 鏡 管 路 を 洗 滌 す る 作 業 の 簡 易 化 が 望 ま れ て い た 。 ま た 、 内 視 鏡 管 路 の 洗
滌 は 、 作 業 に よ る ば ら つ き を な く す る こ と も 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の こ と に 対 応 し て 、 先 端 に ブ ラ シ を 取 り 付 け た 可 撓 軸 を 電 動 で 回 転 し 、 そ の 回 転 力 で 内
視 鏡 管 路 を 洗 滌 す る 管 路 洗 滌 装 置 の 技 術 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
一 方 、 内 視 鏡 管 路 に 処 置 具 を 自 動 的 に 挿 入 す る 自 動 挿 入 具 の 技 術 も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 ２ ， ３ 参 照 ） 。 こ の 自 動 挿 入 具 は 、 処 置 具 を 挿 入 す る た め に 考 え ら れ て い る た め 、 内 視
鏡 管 路 に 挿 入 ・ 抜 去 を 繰 り 返 す ブ ラ ッ シ ン グ に は 適 さ な い 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ７ ２ ０ ９ ７ 号 公 報 （ 第 ３ － ６ 頁 、 図 １ － ８ ）
【 ０ ０ １ ６ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 公 昭 ６ １ － ３ ７ ９ ３ ８ 号 公 報 （ 第 １ － ２ 頁 、 図 １ － ３ ）
【 ０ ０ １ ７ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ９ － １ ４ ０ ６ ６ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 図 ２ － ４ ）
【 ０ ０ １ ８ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 し た 従 来 の 内 視 鏡 の 管 路 洗 滌 装 置 で は 、 ブ ラ シ と 可 撓 軸 を 合 わ せ た 長 さ が 少 な く と も
内 視 鏡 管 路 分 必 要 に な る た め 、 長 い も の で 数 メ ー ト ル あ る 内 視 鏡 管 路 に 適 し た も の を 作 る
場 合 、 管 路 洗 滌 装 置 全 体 の 全 長 が か な り 長 く な っ て し ま い 、 操 作 性 や 収 納 性 に お い て 不 便
な も の に な っ て い た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 は 、 前 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 長 い 内 視 鏡 管 路 を 自 動 的 に 洗 滌 す る と
と も に 、 装 置 全 体 の 全 長 を 短 く す る こ と で 、 操 作 性 や 収 納 性 を 向 上 す る こ と が で き る 内 視
鏡 管 路 洗 滌 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 内
視 鏡 管 路 に 挿 入 可 能 な 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ と 、 こ の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 巻 き 取 り 収
納 す る ブ ラ シ カ セ ッ ト と 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の 先 端 を 所 定 の 方 向 に ガ イ ド す る 先
端 ガ イ ド 部 と 、 正 回 転 す る こ と に よ り 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト か
ら 前 記 先 端 ガ イ ド 部 に 向 け て 送 り 出 す 送 り 出 し ロ ー ラ と 、 を 具 備 し 、 前 記 送 り 出 し ロ ー ラ
を 正 回 転 さ せ て 、 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト に 入 っ た 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前 記 先 端 ガ イ
ド 部 か ら 前 記 内 視 鏡 管 路 に 送 り 出 し 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前 記 内 視 鏡 管 路 の 全 長
以 上 送 り 出 し た 後 、 前 記 送 り 出 し ロ ー ラ を 逆 回 転 さ せ て 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前
記 ブ ラ シ カ セ ッ ト に 巻 き 取 り 収 納 す る こ と で 、 自 動 的 に 前 記 内 視 鏡 管 路 内 を ブ ラ ッ シ ン グ
洗 滌 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 で あ っ て
、 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト は 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 、 こ の ブ ラ シ カ セ ッ ト の 内 周 面 に
沿 っ て ら せ ん 状 に 収 納 可 能 と す る よ う に 有 底 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置
で あ っ て 、 前 記 ロ ー ラ を 回 転 駆 動 す る モ ー タ と 、 こ の モ ー タ に 電 力 を 供 給 す る 充 電 式 ２ 次
電 池 を 内 蔵 し 、 充 電 式 で 使 用 で き る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡
管 路 洗 滌 装 置 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ に よ る ブ ラ ッ シ ン グ 洗 滌 中 に 前 記 内 視
鏡 管 路 に 洗 滌 液 を 流 す 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡
管 路 洗 滌 装 置 で あ っ て 、 前 記 先 端 ガ イ ド 部 外 周 は 、 前 記 内 視 鏡 管 路 入 り 口 の 口 金 内 を 洗 滌
す る ブ ラ シ の 形 状 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 で あ っ て
、 前 記 先 端 ガ イ ド 部 に 前 記 内 視 鏡 管 路 入 り 口 の 口 金 内 を 照 ら す 照 明 手 段 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡
管 路 洗 滌 装 置 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡 内 に 内 臓 さ れ た 遠 隔 通 信 装 置 と 通 信 す る 手 段 と 、 前 記
内 視 鏡 の 機 種 と そ の 管 路 長 を 対 応 さ せ た デ ー タ ベ ー ス と 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の 送
り 出 し 長 さ を 読 み 取 る セ ン サ と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
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図 １ な い し 図 ５ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ は 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 を 側 方 か
ら 見 た 断 面 図 、 図 ２ は 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 内 視 鏡 管 路 に 内 視
鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 入 す る 様 子 を 示 す 説 明 図 、 図 ４ は ブ ラ シ カ セ ッ ト の 内 部 構 造 を 示 す
断 面 図 、 図 ５ は ブ ラ シ カ セ ッ ト に よ る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の ワ イ ヤ の 回 収 方 法 を 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 構 成 ）
図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ は 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ と 、 先 端 ガ イ ド
部 ２ １ と 、 ロ ー ラ 収 納 部 ３ １ と 、 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ と 、 グ リ ッ プ 部 ５ １ と か ら 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ は 、 長 尺 の ワ イ ヤ １ ２ の 先 端 に ブ ラ シ 部 １ ３ を 設 け た も の で あ
る 。 ブ ラ シ 部 １ ３ は 、 対 象 物 を ブ ラ ッ シ ン グ す る ブ ラ シ 毛 １ ４ を ワ イ ヤ に 植 毛 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ は 、 図 ３ に 示 す 内 視 鏡 ７ １ に 設 け ら れ た 内 視 鏡 管 路 に 挿 入 可 能
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ は 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の ワ イ ヤ １ ２ を こ
の ワ イ ヤ １ ２ の 基 端 側 か ら 巻 き 取 り 収 納 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で 、 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ は 両 側 に 有 底 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 正 面 側 の
底 面 に は 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の ワ イ ヤ １ ２ が 挿 通 可 能 な 図 示 し な い 穴 が 設 け ら れ
て お り 、 後 述 す る ケ ー ス ３ ２ の 開 口 部 ３ ８ と 連 通 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 図 ４ に 示
す よ う に 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の ワ イ ヤ １ ２ を ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ 内 に 収 納 し て い
く 際 に 、 こ の ワ イ ヤ １ ２ を 所 定 位 置 に 導 く た め に 、 こ の ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ に は 、 こ の ブ
ラ シ カ セ ッ ト ４ １ の 背 面 側 の 底 面 の 内 部 側 に 向 け て 突 出 さ せ た 形 状 を 有 す る ガ イ ド ４ １ ａ
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ロ ー ラ 収 納 部 ３ １ は 、 そ の ケ ー ス ３ ２ の 内 部 に ２ つ の 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ （ 図 ２ 参
照 ） を 収 納 し た も の で あ る 。 ケ ー ス ３ ２ の 正 面 側 に は 先 端 ガ イ ド 部 ２ １ を 取 り 付 け て い る
。 ケ ー ス ３ ２ の 背 面 側 に は ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け い る 。 ケ ー ス ３ ２ の
底 面 に は 駆 動 歯 車 ３ ５ を 設 け て い る 。 駆 動 歯 車 ３ ５ は ケ ー ス ３ ２ を 貫 通 す る 回 転 軸 ３ ６ を
介 し て ロ ー ラ ３ ３ と 同 軸 に な っ て い る 。 即 ち 、 駆 動 歯 車 ３ ５ の 回 転 軸 ３ ６ に は 送 り 出 し ロ
ー ラ ３ ３ が 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 ロ ー ラ 収 納 部 ３ １ は 、 ケ ー ス ３ ２ の 正 面 側 の 開 口 部 ３ ７ と 、 ケ ー ス ３ ２ の 背 面 側 の
開 口 部 ３ ８ に よ っ て 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の ワ イ ヤ １ ２ を 内 部 に 通 す よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 ロ ー ラ ３ ４ は ワ イ ヤ １ ２ に 対 し て ロ ー ラ ３ ３ と 対 向 し て 取 り 付 け て あ
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
駆 動 歯 車 ３ ５ は 、 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ４ の 軸 に 取 り 付 け て あ る 別 の 歯 車 と か み 合 っ て い る 。
こ れ に よ り 、 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ は 、 駆 動 歯 車 ３ ５ が 一 方 の 方 向 に 回 転 す る こ と に
よ り 互 い に 逆 の 方 向 に 回 転 （ こ の 場 合 を 正 回 転 と す る ） し て そ の 間 に 通 っ て い る 前 記 内 視
鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の ワ イ ヤ １ ２ を 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ か ら 前 記 先 端 ガ イ ド 部 ２ １
に 向 け て 送 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
グ リ ッ プ 部 ５ １ は 、 ケ ー ス ５ ２ の 正 面 側 に 操 作 ス イ ッ チ ５ ３ を 配 設 し 、 ケ ー ス ５ ２ の 内 部
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に 充 電 式 電 池 ５ ４ と 駆 動 モ ー タ ５ ５ と 誘 導 起 電 部 ５ ７ を 収 納 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ケ ー ス ５ ２ の 下 部 は 、 充 電 器 ６ １ の コ ネ ク タ 部 ６ ２ に 接 続 す る よ う に な っ て い る 。 充 電 器
６ １ は 、 電 源 コ ー ド を 介 し て 商 用 交 流 電 源 の 電 源 コ ン セ ン ト に 接 続 さ れ 、 商 用 交 流 電 源 の
交 流 電 圧 を 直 流 に 変 換 し て ケ ー ス ５ ２ の 下 部 の 誘 導 起 電 部 ５ ７ を 介 し て 充 電 式 電 池 ５ ４ の
充 電 を 行 う 。 駆 動 モ ー タ ５ ５ の 回 転 軸 に は ジ ョ イ ン ト ５ ６ が 取 り 付 け 固 定 さ れ て い る 。 ジ
ョ イ ン ト ５ ６ は 、 駆 動 歯 車 ３ ５ に 連 結 す る 。 駆 動 モ ー タ ５ ５ は 、 充 電 式 電 池 ５ ４ が 充 電 し
た 電 力 を 用 い 、 操 作 ス イ ッ チ ５ ４ の 操 作 に 基 づ い て 回 転 軸 の 停 止 、 正 回 転 、 逆 回 転 を 行 う
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
先 端 ガ イ ド 部 ２ １ は 、 先 細 り に な る 管 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 管 内 に 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １
１ を 通 す こ と で 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の 先 端 を 所 定 の 方 向 に ガ イ ド す る 。 ま た
、 先 端 ガ イ ド 部 ２ １ の 先 端 部 に は ブ ラ シ 毛 ２ ３ に よ る 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ 部 ２ ２ を 設 け
て い る 。 こ れ に よ り 前 記 先 端 ガ イ ド 部 ２ １ の 外 周 は 、 前 記 内 視 鏡 管 路 入 り 口 と し て 図 ３ に
示 す 管 路 開 口 部 ７ ７ の 口 金 内 を 洗 滌 す る ブ ラ シ の 形 状 に な っ て い る
内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ は 、 前 記 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ を 正 回 転 さ せ て 、 前 記 ブ ラ シ カ
セ ッ ト ４ １ に 入 っ た 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ を 前 記 先 端 ガ イ ド 部 ２ １ か ら 前 記 内 視
鏡 管 路 に 送 り 出 し 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ を 前 記 内 視 鏡 管 路 の 全 長 以 上 送 り 出 し
た 後 、 前 記 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ を 逆 回 転 さ せ て 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ を
前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ に 巻 き 取 り 収 納 す る こ と で 、 自 動 的 に 前 記 内 視 鏡 管 路 内 を ブ ラ ッ
シ ン グ 洗 滌 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ケ ー ス ３ ２ の 底 面 の グ リ ッ プ 部 ５ １ と ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ と の 間 の 位 置 に は 、 洗 滌 水 口 ３
９ を 設 け て い る 。 洗 滌 水 口 ３ ９ は 、 ケ ー ス ３ ２ 、 先 端 ガ イ ド 部 ２ １ の 内 部 を 介 し て 先 端 ガ
イ ド 部 ２ １ の ブ ラ シ 突 出 口 ２ ４ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 電 気 部 品 が 入 っ て い る グ リ ッ プ 部 ５ １ の 部 品 接 合 部 に は 、 Ｏ リ ン グ や パ ッ キ ン な ど
で 、 水 密 が 保 た れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 作 用 ）
こ の よ う な 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ を 使 用 す る 場 合 に は 、 作 業
者 は 、 図 ２ に 示 す グ リ ッ プ 部 ５ １ を 持 ち 、 図 ３ に 示 す 先 端 ガ イ ド 部 ２ １ を 内 視 鏡 ７ １ の 操
作 部 ７ ３ の 管 路 開 口 部 ７ ７ に あ て が い 、 図 ２ に 示 す グ リ ッ プ 部 ５ １ の 操 作 ス イ ッ チ ５ ３ を
下 側 に 押 し 続 け る 。 す る と 、 図 １ に 示 す 駆 動 モ ー タ ５ ５ が 回 り ジ ョ イ ン ト ５ ６ を 介 し て 駆
動 歯 車 ３ ５ が 正 回 転 す る 。 駆 動 歯 車 ３ ５ が 正 回 転 す る と 、 ２ つ の 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ ， ３
４ が 、 そ の 間 に 通 っ て い る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ を 内 視 鏡 管 路 内 に 送 り 出 す 。 こ の 後
、 作 業 者 は 、 内 視 鏡 ７ １ の 内 視 鏡 管 路 の 先 端 側 の 開 口 部 か ら 内 視 鏡 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の 先 端
が 出 て き た こ と を 確 認 し た ら 、 操 作 ス イ ッ チ ５ ３ か ら 指 を 離 す 。 こ れ に よ り 操 作 ス イ ッ チ
５ ３ は 、 中 央 の 停 止 位 置 に 自 動 復 帰 し て 、 駆 動 モ ー タ ５ ５ が 停 止 す る 。 こ の 状 態 で 、 作 業
者 は 、 内 視 鏡 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の 先 端 に 付 い た ゴ ミ を も み 洗 い し て 、 今 度 は 操 作 ス イ ッ チ ５
３ を 上 側 に 押 し 続 け る 。 す る と 、 駆 動 モ ー タ ５ ５ が 逆 回 転 し て 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ は
、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ を ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ 側 に 回 収 す る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 ７
１ の 内 視 鏡 管 路 の 洗 滌 が 行 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ こ で 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の ワ イ ヤ １ ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に ブ ラ シ カ セ ッ ト ４
１ に 回 収 さ れ る 。 つ ま り 、 ワ イ ヤ １ ２ は 、 そ の 収 納 動 作 に 応 じ て 、 ま ず そ の 端 部 が ブ ラ シ
カ セ ッ ト ４ １ の 底 面 に 設 け ら れ た ガ イ ド ４ １ ａ に 当 接 す る 。 ワ イ ヤ １ ２ の 端 部 は 、 さ ら な
る 収 納 動 作 に 応 じ て 、 ガ イ ド ４ １ ａ の 表 面 に 沿 っ て ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ の 内 周 面 方 向 に 向
か い 、 こ の 内 周 面 に 沿 っ て 巻 か れ て い き 、 結 果 、 内 周 面 に ほ ぼ 沿 っ た 状 態 で 、 有 底 の 円 筒
形 状 を 有 す る こ の ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ の 背 面 側 か ら 、 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ の 内 周 面 に 沿 っ
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て ら せ ん 状 に 巻 き 取 ら れ て 収 納 さ れ る 。 こ の よ う に 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ の ワ イ ヤ １
２ が ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ に 収 納 さ れ る こ と に よ り 、 絡 ま る こ と も な く 、 コ ン パ ク ト に 収 納
す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ に ガ イ ド ４ １ ａ を 設 け る 代 わ り
に 、 ワ イ ヤ １ ２ の 端 部 付 近 を あ ら か じ め 曲 げ て お い た り 、 若 し く は 、 ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １
に ガ イ ド ４ １ ａ を 設 け る と と も に 、 ワ イ ヤ １ ２ の 端 部 付 近 を あ ら か じ め 曲 げ て お く こ と に
よ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ の 駆 動 モ ー タ ５ ５ を 動 か す 電 源 は 、 充 電 式 電 池 ５ ４ で あ り 、 操
作 者 は １ ３ 充 電 器 ６ １ の コ ネ ク タ 部 ６ ２ に グ リ ッ プ 部 ５ １ を 差 し 込 む こ と で 充 電 式 電 池 ５
４ を 充 電 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
充 電 器 ６ １ は 、 非 接 触 型 誘 導 起 電 方 式 の 充 電 器 の た め 、 グ リ ッ プ 部 ５ １ と 充 電 器 ６ １ に は
金 属 接 点 が 露 出 し て い な い の で 、 水 周 り で 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 洗 滌 水 口 ３ ９ に ホ ー ス を つ な ぎ 、 ブ ラ シ 洗 滌 中 に 洗 滌 水 や 消 毒 液 を 先 端 ガ イ ド 部 ２
１ か ら 内 視 鏡 管 路 内 に 送 液 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
先 端 ガ イ ド 部 ２ １ の 先 端 に は 、 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ 部 ２ ２ が 設 け て あ る の で 、 鉗 子 口 な
ど の 中 を 容 易 に ブ ラ ッ シ ン グ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ は 、 送 り 出 し ロ ー ラ 収 納 部 ３ １ 部 分 か ら 簡 単 に 取 り 外 せ る 様 に な っ て
い る の で 、 ブ ラ ッ シ ン グ 後 の 汚 れ た ロ ー ラ 収 納 部 ３ １ を 消 毒 液 に 漬 け て 消 毒 し た り 、 滅 菌
装 置 に か け て 滅 菌 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ １ １ は 、 使 用 し て 行 く う ち に ブ ラ シ 部 が 変 形 や 摩 耗 し て い く
が 、 作 業 者 は 、 ブ ラ シ の 状 態 を 確 認 し て 、 必 要 に 応 じ て ブ ラ シ カ セ ッ ト ４ １ ご と 簡 単 に 交
換 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ も 、 使 用 し て 行 く う ち に 、 変 形 や 摩 耗 す る の で 、 作 業 者 は 、 使
用 回 数 等 を 基 準 に 定 期 的 に 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ を 交 換 す る こ と が 必 要 に な る 。 こ の
た め 、 駆 動 モ ー タ ５ ５ の ジ ョ イ ン ト ５ ６ か ら 送 り 出 し ロ ー ラ ３ ３ の 駆 動 歯 車 ３ ５ は 簡 単 に
分 離 で き 交 換 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ 効 果 ）
第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 長 い 内 視 鏡 管 路 を 自 動 的 に 洗 滌 す る と と も に 、 装 置 全 体 の 全
長 を 短 く す る こ と が で き る の で 、 操 作 性 や 収 納 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 先 端 ガ イ
ド 部 ２ １ の 先 端 に 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ 部 ２ ２ を 設 け た の で 、 鉗 子 口 な ど の 管 路 開 口 部 及
び そ の 縁 部 の ブ ラ ッ シ ン グ に も 容 易 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ６ は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に 係 る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 の 要 部 を 示 す 断 面 図 で あ り 、
図 １ 乃 至 図 ３ に 示 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省
略 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ ０ １ は 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 し た 内 視 鏡 管 路 洗 滌
装 置 １ に 照 明 機 能 を 付 加 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ ０ １ の 先 端 ガ イ ド 部 １ ２ １ に は リ ン グ 状 取 り 付 け 部 １ ７ １ を 介 し て
照 明 ラ ン プ １ ７ ２ が つ い て い る 。 照 明 ラ ン プ １ ７ ２ は 、 内 視 鏡 の 管 路 開 口 部 を 照 明 す る 光
源 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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尚 、 照 明 ラ ン プ １ ７ ２ と し て は 、 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ や 小 型 電 球 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
照 明 ラ ン プ １ ７ ２ は コ ー ド １ ７ ３ を 介 し て グ リ ッ プ 部 １ ５ １ の ケ ー ス １ ５ ２ に 設 け ら れ た
電 極 １ ７ ４ に 接 続 し て い る 。 ケ ー ス １ ５ ２ に は 照 明 ス イ ッ チ １ ７ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ の よ う な 変 形 例 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ ０ １ に お い て 、 作 業 者 は 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ
シ １ １ を 内 視 鏡 の 管 路 に 挿 入 す る 際 に 、 照 明 ス イ ッ チ １ ７ ５ を 押 す こ と で 照 明 ラ ン プ １ ７
２ が 点 灯 し て 、 暗 い 管 路 開 口 部 内 部 を 明 る く 照 ら す こ と が で き 、 簡 単 に 作 業 を 行 え る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 １ ０ １ は 、 内 視 鏡 の 管 路 開 口 部 を 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ 部 ２ ２
で ブ ラ ッ シ ン グ す る 際 に も 、 暗 い 開 口 部 内 部 を 照 明 ラ ン プ １ ７ ２ で 照 ら す こ と が で き る の
で 、 汚 れ を 見 落 と す こ と な く き れ い に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
図 ７ な い し 図 ９ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 ７ は 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 の 外 観 を
示 す 斜 視 図 、 図 ８ は 内 視 鏡 の 側 面 図 、 図 ９ は ト ラ ン ス ポ ン ダ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ 構 成 ）
図 ７ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 ２ ０ １ は 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ と 、 先 端
ガ イ ド 部 ２ １ と 、 ロ ー ラ 収 納 部 ２ ３ １ と 、 ブ ラ シ カ セ ッ ト ２ ４ １ と 、 グ リ ッ プ 部 ２ ５ １ と
か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ロ ー ラ 収 納 部 ２ ３ １ の 内 部 に は 、 ブ ラ シ 長 読 取 セ ン サ ２ ８ １ が 設 け ら れ て い る 。
内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ の ワ イ ヤ ２ １ ２ は 、 要 所 々 に ブ ラ シ 長 読 取 セ ン サ ２ ８ １ （ 例
え ば 磁 気 セ ン サ ） に 感 知 さ れ る マ ー キ ン グ 物 （ 例 え ば 磁 性 体 ） が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
グ リ ッ プ 部 ２ ５ １ の ケ ー ス ２ ５ ２ の 正 面 に は 操 作 ス イ ッ チ ２ ５ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ケ ー
ス ２ ５ ２ の 側 面 に は 機 種 読 取 ス イ ッ チ ２ ８ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ケ ー ス ２ ５ ２ の 内 部 に は
、 通 信 ア ン テ ナ ２ ８ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 ２ ０ １ は 、 内 部 の 記 憶 装 置 に 内 視 鏡 の 機 種 と そ の 管 路 長 を 対 応
さ せ た デ ー タ ベ ー ス を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ２ ７ １ は 、 挿 入 部 ２ ７ ２ と 、 操 作 部 ２ ７ ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
挿 入 部 ２ ７ ２ は 、 可 撓 性 を 有 し 細 長 に 形 成 さ れ て い る 。 操 作 部 ２ ７ ３ は 、 挿 入 部 ２ ７ ２ の
基 端 側 に 接 続 さ れ て い る 。 操 作 部 ２ ７ ３ に は 、 管 路 開 口 部 ２ ７ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
操 作 部 ２ ７ ３ の 内 部 に は 、 遠 隔 通 信 装 置 と し て の ト ラ ン ス ポ ン ダ ２ ９ １ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 ９ に 示 す よ う に 、 ト ラ ン ス ポ ン ダ ２ ９ １ は 、 硬 質 ガ ラ ス 管 ２ ９ ２ の 内 部 に 、 集 積 回 路 パ
ッ ケ ー ジ ２ ９ ３ と ア ン テ ナ ２ ９ ４ を 収 容 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 作 用 ）
こ の よ う な 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 作 業 者 が 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 ２ ０ １ 本 体 を ブ ラ
ッ シ ン グ す る 内 視 鏡 ２ ７ １ に セ ッ ト し て 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 ２ ０ １ の 機 種 読 取 ス イ ッ チ
２ ８ ２ を 押 す と 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 ２ ０ １ は 、 通 信 ア ン テ ナ ２ ８ ３ を 使 っ て 、 内 視 鏡 ２
７ １ の 操 作 部 ２ ７ ３ 内 に 内 蔵 さ れ た ト ラ ン ス ポ ン ダ ２ ９ １ と 通 信 を 行 い 、 内 視 鏡 ２ ７ １ の
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機 種 コ ー ド を 読 み 取 り 、 機 種 を 判 別 す る 。 そ し て 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 ２ ０ １ は 、 内 部 の
記 憶 装 置 内 に あ る 内 視 鏡 の 機 種 と そ の 管 路 長 さ を 対 応 さ せ た デ ー タ ベ ー ス か ら 内 視 鏡 ２ ７
１ の 管 路 の 長 さ を 割 り 出 す 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
次 に 、 作 業 者 が 操 作 ス イ ッ チ ２ ５ ３ を 上 側 に 押 す と 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ は 、 内
視 鏡 ２ ７ １ の 内 視 鏡 管 路 内 に 送 り 込 ま れ 始 め る 。 こ の 状 態 で 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 ２ ０ １
の 制 御 回 路 は 、 ブ ラ シ 長 読 取 セ ン サ ２ ８ １ を 用 い て 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ の 要 所 々
に 配 置 さ れ た マ ー キ ン グ 物 を 検 出 す る こ と で 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ の 送 り 込 み 量
を 検 出 し 、 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ の 送 り 込 み 量 が 内 視 鏡 ２ ７ １ の 管 路 長 さ を 超 え た
ら 、 自 動 的 に 送 り 込 み 動 作 を 停 止 す る 。 こ の 後 、 も う 一 度 操 作 ス イ ッ チ ２ ５ ３ を 押 す と 、
内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ は ブ ラ シ カ セ ッ ト ２ ４ １ に 巻 き 込 ま れ て 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 効 果 ）
第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る と と も に 、 内 視 鏡
管 路 洗 滌 ブ ラ シ ２ １ １ の 送 り 込 み 量 が 内 視 鏡 の 管 路 長 さ を 超 え た ら 自 動 的 に 送 り 込 み 動 作
が 停 止 で き る の で 、 不 要 な 動 作 を 減 ら し 、 作 業 時 間 を 短 縮 す る と と も に 、 一 回 に 洗 滌 に 要
す る 消 費 す る 電 気 エ ネ ル ギ ー を 低 減 で き 、 一 回 の 充 電 で 洗 滌 で き る 内 視 鏡 の 数 を 増 や す こ
と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
以 上 、 説 明 し た よ う な 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は 、 担 当 者 が 手 作 業 で 内 視 鏡 管 路 を 洗 滌 す る こ
と を 想 定 し た 形 態 で あ っ た が 、 本 発 明 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 は こ れ に 限 る も の で は な く 、
例 え ば 内 視 鏡 洗 滌 装 置 な ど に 取 り 付 け 又 は 組 み 込 ま れ て 使 用 さ れ る よ う な 形 態 で あ っ て も
よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 前 記 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ 付 記 項 １ ） 　 内 視 鏡 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 管 路 に 挿 入 可 能 な 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ と 、
こ の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 巻 き 取 り 収 納 す る ブ ラ シ カ セ ッ ト と 、
前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の 先 端 を 所 定 の 方 向 に ガ イ ド す る 先 端 ガ イ ド 部 と 、 正 回 転 す る
こ と に よ り 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト か ら 前 記 先 端 ガ イ ド 部 に 向 け
て 送 り 出 す 送 り 出 し ロ ー ラ と 、
を 具 備 し 、
前 記 送 り 出 し ロ ー ラ を 正 回 転 さ せ て 、 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト に 入 っ た 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ
ラ シ を 前 記 先 端 ガ イ ド 部 か ら 前 記 内 視 鏡 管 路 に 送 り 出 し 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前
記 内 視 鏡 管 路 の 全 長 以 上 送 り 出 し た 後 、 前 記 送 り 出 し ロ ー ラ を 逆 回 転 さ せ て 、 前 記 内 視 鏡
管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト に 巻 き 取 り 収 納 す る こ と で 、 自 動 的 に 前 記 内 視 鏡 管
路 内 を ブ ラ ッ シ ン グ 洗 滌 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 ブ ラ シ カ セ ッ ト は 、 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 、 こ の ブ ラ シ カ セ ッ
ト の 内 周 面 に 沿 っ て ら せ ん 状 に 収 納 可 能 と す る よ う に 有 底 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 ロ ー ラ を 回 転 駆 動 す る モ ー タ と 、 こ の モ ー タ に 電 力 を 供 給 す る 充 電 式
２ 次 電 池 を 内 蔵 し 、 充 電 式 で 使 用 で き る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視
鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ に よ る ブ ラ ッ シ ン グ 洗 滌 中 に 前 記 内 視 鏡 管 路 に
洗 滌 液 を 流 す 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視
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鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 先 端 ガ イ ド 部 外 周 は 、 前 記 内 視 鏡 管 路 入 り 口 の 口 金 内 を 洗 滌 す る ブ ラ
シ の 形 状 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 管
路 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 前 記 先 端 ガ イ ド 部 に 前 記 内 視 鏡 管 路 入 り 口 の 口 金 内 を 照 ら す 照 明 手 段 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 前 記 内 視 鏡 内 に 内 臓 さ れ た 遠 隔 通 信 装 置 と 通 信 す る 手 段 と 、
前 記 内 視 鏡 の 機 種 と そ の 管 路 長 を 対 応 さ せ た デ ー タ ベ ー ス と 、
前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の 送 り 出 し 長 さ を 読 み 取 る セ ン サ と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ は 、 長 尺 の ワ イ ヤ の 先 端 に 、 対 象 物 を ブ ラ ッ シ
ン グ す る ブ ラ シ 毛 を 植 毛 し た ブ ラ シ 部 を 設 け た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 乃 至
７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 。
【 ０ ０ ８ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た 様 に 本 発 明 に よ れ ば 、 長 い 内 視 鏡 管 路 を 自 動 的 に 洗 滌 す る と と も に 、 装 置 全 体
の 全 長 を 短 く す る こ と が で き る の で 、 操 作 性 や 収 納 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 管 路 に 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 挿 入 す る
様 子 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ブ ラ シ カ セ ッ ト の 内 部 構 造 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ブ ラ シ カ セ ッ ト に よ る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ の
ワ イ ヤ の 回 収 方 法 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に 係 る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 の 要 部 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 側 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ト ラ ン ス ポ ン ダ を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 内 視 鏡 と 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 管 路 開 口 部 洗 滌 ブ ラ シ を 示 す を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 … 内 視 鏡 管 路 洗 滌 装 置
１ １ 　 　 　 　 　 … 内 視 鏡 管 路 洗 滌 ブ ラ シ
２ １ 　 　 　 　 　 … 先 端 ガ イ ド 部
３ １ 　 　 　 　 　 … ロ ー ラ 収 納 部
３ ３ ， ３ ４ 　 　 … 送 り 出 し ロ ー ラ
３ ５ 　 　 　 　 　 … 駆 動 歯 車
４ １ 　 　 　 　 　 … ブ ラ シ カ セ ッ ト
５ １ 　 　 　 　 　 … グ リ ッ プ 部
５ ３ 　 　 　 　 　 … 操 作 ス イ ッ チ
５ ４ 　 　 　 　 　 … 充 電 式 電 池
５ ５ 　 　 　 　 　 … 駆 動 モ ー タ
５ ６ 　 　 　 　 　 … ジ ョ イ ン ト
６ １ 　 　 　 　 　 … 充 電 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(12) JP 2004-208961 A 2004.7.29



【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

(13) JP 2004-208961 A 2004.7.29



フロントページの続き

(72)発明者  長谷川　準
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス光学工業株式会社内
(72)発明者  野口　利昭
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス光学工業株式会社内
Ｆターム(参考) 4C061 GG08 

(14) JP 2004-208961 A 2004.7.29



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2004208961A5 公开(公告)日 2005-12-02

申请号 JP2002382355 申请日 2002-12-27

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 鈴木英理
後町昌紀
黒島尚士
長谷川準
野口利昭

发明人 鈴木 英理
後町 昌紀
黒島 尚士
長谷川 準
野口 利昭

IPC分类号 A61B1/12

CPC分类号 A61B1/122 A61B1/00133 A61B2090/701 B08B9/043

FI分类号 A61B1/12

F-TERM分类号 4C061/GG08 4C161/GG08

代理人(译) 伊藤 进

其他公开文献 JP2004208961A
JP4307831B2

摘要(译)

解决的问题：自动清洁较长的内窥镜通道并缩短整个设备的全长。 内窥
镜管道清洁装置（1）包括内窥镜管道清洁刷（11），尖端引导部分
（21），辊存储部分（31），刷盒（41）和抓握部分（51）。 内窥镜导
管清洁刷11设置有刷部13，该刷部13具有用于在长线12的尖端上刷刷物
体的刷毛14。 内窥镜导管清洁装置1通过供给辊33、34和内窥镜导管将
刷盒41中容纳的内窥镜导管清洁刷11从顶端引导部21供给到内窥镜导
管。 在输送整个通道或更长的长度之后，将输送辊33和34反向旋转以卷
绕并将内窥镜导管清洁刷存储在刷盒41中，从而自动进行 通过刷洗。 
[选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/364f005f-5602-41ed-b8d6-ca4209adacf2

